むかしむかし、あしがらやまに、おとこのこがいました。おとこのこのなまえはきんたろうでした。
きんたろうはおかあさんとすんでいました。シャツ（しゃつ）があかかったです。シャツ（しゃつ）に“きん”のかんじがありました。よくそとでともだちとあそびました。きんたろうのともだちはやまのどうぶつでした。 どうぶつはうさぎとさるときつねでした。みなさんはきんたろうがだいすきでした。
 きんたろうはまいにちまいにち、ともだちとすもうをしました。とてもつよかったです。
あるひ、くまさんはきんたろうとすもうをしました。
きんたろうのともだちは「きんたろう、がんばれ、くまさんをまけるな！」といいました。
くまさんはせがたかいです。からだがとてもおおきいです。つよいです。でも、きんたろうがかちました！
 どうぶつは「きんたろうはつよいなあ」といいました。きんたろうがつよいだけでなく、とてもやさしいおとこのこでした。
あるひ、くまさんは　やまにいきました。たににきました。どうぶつがこまっていました。
どうぶつは「どうしよう。はしかありません！わたれませんよ」といいました。
くまさんは　「よし、ぼくはやってみよう」といいました。おしました。おしました。 くまさんはとてもつよいです。でも、できませんでした。
つぎはきんたろうでした。「よし、ぼくはやってみよう」といいました。
きんたろうはおおきいきのまえにたちました。おしました。そして、おおきいおとがありました。
「どーーーん！」きがかわにたおれました。
きんたろうのともだちは「やった！」といいました。
みなさんは「どうもありがとう」といいました。どうぶつがうれしかったです。はしをわたりました。
そして、うしろから、こえがしました。
さむらいは「きんたろうさんはとてもつよいですよ！そして、やさしいひとですね」といいました。　
「わたしのけらいになりませんか。わたしときてください」
きんたろうは「ほんとうに。わたしはさむらいになりますか」といいました。
さむらいは　「もちろん。とてもいいさむらいになれるでしょう」といいました。
きんたろうはとてもうれしかった。 うちにかえりました。おかあさんに「ぼくはほんとう にさむらいになりたいですよ」といいました。
おかあさんは「できますよ。あなたのおとうさんはとてもつよかったです。そして、さむらいでした。いってもいいですよ」といいました。
きんたろうはともだちとおかあさんに 「さようなら。どうもありがとうございました」　といいました。
そのあと、きんたろうはすばらしいさむらいになりました。そして、とてもわるいおにをころしました。みなさんはうれしかったです。
